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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月27日(2010.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＡＳドメイン内でＳＡＳイニシエータとＳＡＳターゲットとの間のデータ接続のため
のシリアル接続小型コンピュータシステムインターフェース（ＳＡＳ）ワイドポート接続
の許容レーンを指定するための方法であって、
　前記データ接続のための少なくとも１つのＳＡＳワイドポートの最適レーンを発見する
ことと、
　前記ＳＡＳドメインの各レベルの前記ＳＡＳワイドポート内で前記データ接続のための
許容レーンを指定することと、
　前記データ接続のための指定された許容レーンについてチェックすることと、
　前記指定された許容レーンにおいて前記データ接続を形成することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記データ接続のための少なくとも１つのＳＡＳワイドポートの最適レーンを発見する
ことは、前記ＳＡＳイニシエータによって標準的ＳＡＳディスカバリプロセス中に実施さ
れる、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記データ接続のための少なくとも１つのＳＡＳワイドポートの最適レーンを発見する
ことは、更に、
　ＳＡＳマネージメントプロトコル（ＳＭＰ）ディスカバリ応答を通じて最適レーンを示
すことを含む、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記ＳＡＳドメインの各レベルの前記ＳＡＳワイドポート内で前記データ接続のための
許容レーンを指定することは、更に、
　ＳＡＳイニシエータ接続要求を通じて、前記ＳＡＳドメインの各レベルの前記ＳＡＳワ
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イドポート内で、前記データ接続のための許容レーンを指定することを含む、方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、
　ＳＡＳイニシエータ接続要求を通じて前記ＳＡＳドメインの各レベルの前記ＳＡＳワイ
ドポート内で前記データ接続のための前記許容レーンを指定することは、更に、
　前記ＳＡＳイニシエータ接続要求のＯＰＥＮフレームを通じて、前記ＳＡＳドメインの
各レベルの前記ＳＡＳワイドポート内で、前記データ接続のための許容レーンを指定する
ことを含む、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記データ接続のための指定された許容レーンについてチェックすることは、更に、
　ＳＡＳイニシエータ接続要求のＯＰＥＮフレームを、前記データ接続のための指定され
た許容レーンについてチェックすることを含む、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記データ接続のための指定された許容レーンについてチェックすることは、更に、
　ＳＡＳエクスパンダがＳＡＳイニシエータ接続要求のＯＰＥＮフレームの受信を受けて
前記データ接続のための指定された許容レーンについてチェックすることを通じて、前記
データ接続のための指定された許容レーンについてチェックすることを含む、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記指定された許容レーンにおいて前記データ接続を形成することは、更に、
　ＳＡＳエクスパンダがＳＡＳイニシエータ接続要求のＯＰＥＮフレームを前記指定され
た許容レーンについてチェックした後に、前記データ接続のための指定された許容レーン
において前記データ接続を形成することを通じて、前記指定された許容レーンにおいて前
記データ接続を形成することを含む、方法。
【請求項９】
　システムであって、
　データ接続のための少なくとも１つのＳＡＳワイドポートの最適レーンを発見するため
の手段と、
　ＳＡＳドメインの各レベルの前記ＳＡＳワイドポート内で前記データ接続のための許容
レーンを指定するための手段と、
　前記データ接続のための指定された許容レーンについてチェックするための手段と、
　前記指定された許容レーンにおいてデータ接続を形成するための手段と、
　を備えるシステム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のシステムであって、
　前記データ接続のための少なくとも１つのＳＡＳワイドポートの最適レーンを発見する
ための手段は、ＳＡＳイニシエータが標準的ＳＡＳディスカバリプロセス中に最適レーン
を発見することを含む、システム。
【請求項１１】
　請求項９に記載のシステムであって、
　前記データ接続のための少なくとも１つのＳＡＳワイドポートの最適レーンを発見する
ための手段は、更に、
　ＳＡＳマネージメントプロトコル（ＳＭＰ）ディスカバリ応答を通じて最適レーンを示
すための手段を含む、システム。
【請求項１２】
　請求項９に記載のシステムであって、
　前記ＳＡＳドメインの各レベルの前記ＳＡＳワイドポート内で前記データ接続のための
許容レーンを指定するための手段は、更に、
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　ＳＡＳイニシエータ接続要求を通じて、前記ＳＡＳドメインの各レベルの前記ＳＡＳワ
イドポート内で、前記データ接続のための許容レーンを指定するための手段を含む、シス
テム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のシステムであって、
　前記ＳＡＳイニシエータ接続要求を通じて、前記ＳＡＳドメインの各レベルの前記ＳＡ
Ｓワイドポート内で、前記データ接続のための許容レーンを指定するための手段は、更に
、
　前記ＳＡＳイニシエータ接続要求のＯＰＥＮフレームを通じて、前記ＳＡＳドメインの
各レベルの前記ＳＡＳワイドポート内で、前記データ接続のための許容レーンを指定する
ための手段を含む、システム。
【請求項１４】
　請求項９に記載のシステムであって、
　前記データ接続のための指定された許容レーンについてチェックするための手段は、更
に、
　ＳＡＳイニシエータ接続要求のＯＰＥＮフレームを、前記データ接続のための指定され
た許容レーンについてチェックするための手段を含む、システム。
【請求項１５】
　請求項９に記載のシステムであって、
　ＳＡＳエクスパンダは、ＳＡＳイニシエータ接続要求のＯＰＥＮフレームの受信を受け
て前記データ接続のための指定された許容レーンについてチェックする、システム。
【請求項１６】
　請求項９に記載のシステムであって、
　前記指定された許容レーンにおいて前記データ接続を形成するための手段は、更に、
　ＳＡＳエクスパンダがＳＡＳイニシエータ接続要求のＯＰＥＮフレームを前記指定され
た許容レーンについてチェックした後に、前記データ接続のための指定された許容レーン
において前記データ接続を形成することを通じて、前記指定された許容レーンにおいて前
記データ接続を形成するための手段を含む、システム。
【請求項１７】
　ＳＡＳイニシエータから複数のＳＡＳターゲットへのデータ接続を形成するための回路
であって、
　ＳＡＳイニシエータと、
　ＳＡＳワイドポートを通じて前記ＳＡＳイニシエータに接続される第１のＳＡＳエクス
パンダと、
　少なくとも一つの第１の物理ポートを含む第２のＳＡＳエクスパンダと、
　少なくとも一つの第２の物理ポートを含む第３のＳＡＳエクスパンダと、
　前記少なくとも一つの第１の物理ポートと前記少なくとも一つの第２の物理ポートとを
組み合わせるための少なくとも１つの共通ＳＡＳワイドポートであって、前記第１のＳＡ
Ｓエクスパンダは、前記少なくとも１つの共通ＳＡＳワイドポートを通じて、前記第２の
ＳＡＳエクスパンダ及び前記第３のＳＡＳエクスパンダに接続され、前記第２のＳＡＳエ
クスパンダは、エクスパンダ間通信のための前記第２のＳＡＳエクスパンダの物理ポート
及び前記第３のＳＡＳエクスパンダの物理ポートを通じて、前記第３のＳＡＳエクスパン
ダに直接接続される、少なくとも１つの共通ＳＡＳワイドポートと、
　前記第２のＳＡＳエクスパンダ及び前記第３のＳＡＳエクスパンダに接続される複数の
ＳＡＳターゲットと、
　を備える回路。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の回路であって、
　前記複数のＳＡＳターゲットの数は、前記第２のＳＡＳエクスパンダの物理ポートの総
数又は前記第３のＳＡＳエクスパンダの物理ポートの総数より多い、回路。
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【請求項１９】
　請求項１８に記載の回路であって、
　前記ＳＡＳイニシエータは、前記ＳＡＳイニシエータからＳＡＳターゲットへのデータ
接続を形成するために使用される前記ＳＡＳワイドポートのレーンを、接続要求のＯＰＥ
Ｎフレーム内で指定し、ＳＡＳエクスパンダは、前記ＳＡＳイニシエータによる前記接続
要求のＯＰＥＮフレーム内で指定された前記ＳＡＳワイドポートのレーンによって前記デ
ータ接続を形成する、回路。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の回路であって、
　前記ＳＡＳイニシエータと前記複数のＳＡＳターゲットとの間のデータ接続は、エクス
パンダ間通信のための前記第２のＳＡＳエクスパンダの物理ポート及びエクスパンダ間通
信のための前記第３のＳＡＳエクスパンダの物理ポートを用いる必要がない、回路。
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